




動物では,病気,障害をもつものは,淘汰されるのが自然の摂理であるが,出産直後に母によ

って,子が死に至る例を経験する。 

授乳拒否による子の死亡を間接的な殺害とすると,母による食殺は,直接的な殺害であり,

双方とも,育児放棄と考えられる。 

授乳を拒否された子犬の生存は長くて2～3日であるが,食殺もまた,生後3日目まで行なわ

れるように観察される。 

特に食殺は,初産による未経験,年齢の若い出産,人や他の犬にふれられた時,などが起こり

やすいと経験的にいわれている。また,母によって育てられなかった動物にも,しばしば食

殺が起こることが報告されている。 

犬の出産,育児を繰り返し,観察の機会をもつと,授乳拒否,食殺による育児放棄を経験する。

授乳拒否に対して,食殺は遭遇するたびに,その異様な情景にショックを受けるのが常であ

る。 

育児との関連で食殺についての考察を試みた。 


